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各位 

2026 年１月 16 日 

株式会社エルテス 

(証券コード：3967 東証グロース) 

 

「2026 年 2 月期第３四半期 決算説明動画」および 

スクリプトの公開のお知らせ 

 
「安全なデジタル社会をつくり、日本を前進させ続ける。」をミッションと掲げる、株式会社エルテス（本

社：東京都千代田区、代表取締役：菅原貴弘、証券コード：3967、以下「エルテス」）は、個人投

資家・機関投資家・アナリスト向けに、2026年2月期第３四半期決算説明動画を公開しましたので、

ご報告いたします。 

 

 

◆ ◆ ◆ 

 

■ご視聴方法 

以下、エルテスのコーポレートサイトより、ご覧いただけます。 

決算説明動画ライブラリ：https://eltes.co.jp/ir/library/video 

（スクリプトは、次ページ以降に記載しております） 

 

<参考情報> 

「2026 年 2 月期第３四半期決算短信」はこちら 

「2026 年 2 月期第３四半期決算説明資料」はこちら 

 

なお、後日、決算 FAQ の公開も予定しております。 

 

 

◆ ◆ ◆ 

 

[エルテスグループ関連サイト] 

デジタルリスク対策サービス一覧：https://eltes-solution.jp/ 

採用情報：https://eltes.co.jp/recruit 

公式オウンドメディア「エルテスの道」：https://eltes.co.jp/ownedmedia 

公式 X（旧 Twitter）：https://x.com/eltes_irpr 

 

  

https://eltes.co.jp/ir/library/video
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS80619/4859dfc3/f8f5/47c3/9695/a9e846324701/140120260109531786.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS80619/4aff7b0c/dac2/47e6/94ae/5cf27bffd2e9/140120260109531789.pdf
https://eltes-solution.jp/
https://eltes.co.jp/recruit
https://eltes.co.jp/ownedmedia/
https://x.com/eltes_irpr


 

2 

 

■決算説明（スクリプト） 

 

 

株式会社エルテスの 2026 年 2 月期第 3 四半期の決算説明を始めます。 

取締役副社長の伊藤豊です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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まず初めに、通期業績の見通しについて説明します。 

DX 推進除く連結は、3Q 期間も順調に 1.4 億円の営業利益を積み上げて、3Q 累計で 3.5 億円とな

りました。連結全体の通期業績予想は営業利益で 3.8 億円ですので、進捗率で 90％超と想定を上

回る形で好調な推移となっております。 

一方で、DX 推進事業は、もともと 3Q 期間まで赤字想定ではありましたが、想定よりも赤字幅が大きく

なっております。3Q 期間だけで約 1.4 億円の赤字ということになり、DX 推進事業以外で積み上げた営

業利益をほぼ相殺する形となっております。3Q 期間を見ると、営業利益の積み上げはほぼない状態とな

っており、営業利益で 93 百万円となっております。それでも、前年同期比でみると＋85％と大きく伸びて

います。 

ここだけみると、通期の業績予想とは大きくギャップがある状態ではありますが、DX 推進事業が 4Q 期間

で計上予定の大型取引の契約が進行中であり、（DX 推進事業の）通期の着地については損益ゼロ

の水準に近いところまで急回復する見込みでいます。これらを総合して考えると、連結全体の通期業績

予想である営業利益 3.8 億円は達成可能であると考えております。 
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続いて、経営方針のアップデートに伴う大きな意思決定をしております。 

今回の決算発表と同時に適時開示も出しておりますが、DX 推進事業をカーブアウトする、つまり事業売

却することを取締役会で決議し、具体的に検討を開始しております。 

DX 推進事業がカーブアウトされることで、連結全体で営業利益率も現在の 1.4%から 6.7%へと大幅

に向上します。収益性が上がっていく点と、四半期での利益進捗も大幅に改善されるため、ボラティリティ

が大きく下がります。そうすることで、企業価値向上にもつながると考えております。 

今回の意思決定の背景について、もう少し詳しく説明しますと、ひとつには、収益性・競合優位性の高い

デジタルリスク事業をコア事業として経営資源を集中していく方針が背景としてあります。 

そして、DX 推進事業を担う JAPANDX 社が下期偏重で、今回 4Q にもかなり偏重していますが、グル

ープ全体の利益進捗を見えにくくしてしまっていることに強い課題感がありました。 

そして、JAPANDX 社自体は、もともと IPO を目指す前提であったこともあり、いずれカーブアウトしていく

想定でもありました。エルテスの連結子会社の状態では成長投資もしにくいという点、そして、親子上場へ

の懸念も高まってきていますので、このタイミングでカーブアウトする意思決定をしました。 
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ここから先は、昨年来から説明しております経営方針のアップデートについて、そして 3Q の業績説明の詳

細、それぞれの事業セグメントのビジネスアップデートについてお話していきます。 

 

 

経営方針のアップデートです。 
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振り返りと現状認識についてです。 

改めまして売上高は右肩上がりで成長してきましたが、営業利益率は低迷し、のれん等の減損などもあ

り、純利益は赤字転落する期もありました。ボラティリティが大きく、そういったこともあり株価も低迷してきた

と認識しています。 
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そうした背景で企業価値向上に向けた変革が急務という認識を持っております。多角化して凡庸化した

部分を思い切って再構築していきます。 

コアとなる事業は、エンタープライズ向けのリカーリング収益中心で、とても独自性・競合優位性のあるデジ

タルリスク事業であると認識しています。いろいろやっている会社ではなく、改めて、デジタルリスク／セキュリ

ティの銘柄として市場から再認識・再評価されることを目指していきます。 

12 月に発表した方針ですが、すでに実行中のものがあります。 

「セキュリティ銘柄としてのリブランディング」、「市場シェアNo.1（UEBA運用監視サービス市場でNo1）」

ということを発表しておりますが、IRI というサービスへの事業成長、成長投資を実行中です。「ポートフォリ

オの再編」というところも、3Q まで大きな赤字を出している DX 推進事業セグメントのカーブアウトを意思

決定して推進しています。 
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ポートフォリオ再編に向けて現状の事業セグメントを成長率と利益率でマッピングしています。 

デジタルリスク事業は営業利益率が高く、その中でも、IRI は、成長率も高いです。このデジタルリスク事

業への成長投資を強化して、コア事業として磨き上げていくことが重要と考えています。 

右下の DX 推進事業はカーブアウトを今回意思決定しています。 

左下の AI セキュリティ、スマートシティについても今後利益率向上の取り組みや成長可能性を探りながら

も、今後のポートフォリオ再編の動きの中で位置づけを検討していくということを考えています。 
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デジタルリスク／セキュリティ特化のリブランド戦略を推進していきます。 

UEBA 運用監視サービス、「User and Entity Behavior Analytics」という、ユーザーとエンティティの

行動を分析して、異常な振る舞いを検知するという「振る舞い検知」と呼ばれているサービスでトップシェア

を獲得しています。 

まだまだ、市場自体が小さく、これからさらに大きくなる市場で、まだ認知が足りないと思いますが、内部不

正や情報の持ち出しのニュースも世の中で増える中で、不正競争防止法によって逮捕者が出るケースも

出てきています。市場ニーズや社会的関心は大きくなる一方だと認識しています。 

実際に、エルテスの IRI の売上成長率も 5 年の CAGR で 63.7％と大きく成長しています。そのうえ、解

約率についても、平均 0.44%と低い水準で推移しております。 
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今後も内部不正対策市場のマーケットリーダーを目指して、IRI のサービス・品質の向上、営業マーケティ

ングの向上に取り組んでいきます。 

前回、昨年 10 月公表時点から進捗があるものについて記載しております。 

サービスの標準化やカスタマーサクセス機能の立ち上げ、マーケティング専門人材の補強、チーム拡充につ

いて、すでに実行完了しております。他にも、開発体制の強化や AI 活用による精度向上、展示会・イベ

ントへの出展強化や、セキュリティ業界団体での活動などにも着手しています。 

 

 

ここから 3Q の業績の説明に入ります。 
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決算ハイライトです。 

前年同期比では、売上+25%、営業利益+85%と大きく伸びております。 

営業利益のところは、DX 推進事業が大きな赤字を抱えているため、その他事業の好調ぶりが見えにくく

なっておりますが、全体として、ＤＸ推進以外、好調に推移して想定を上回る水準で来ております。 

コア事業であるデジタルリスク事業の ARR（Annual Recurring Revenue）も成長しております。 

IRI の ID 数も、3Q 期間でアップセルで 1 万 ID を追加しております。期初に大型案件で ID 数の縮小

がありまして、前年比マイナスで推移していましたが、ほぼ前年同期水準に回復しつつあります。 
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通期業績予想に対する進捗は、売上は 80％超と好調ですが、営業利益は 24.6%となっており、3Q

時点では、なかなか達成が難しいように見えるかもしれません。この通期の見通しのところは、改めて DX

推進事業とそれ以外の連結を区別してみていただくと状況がわかりやすくなります。そちらをお見せしながら

お話します。 
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DX 推進事業が極端に 4Q 偏重となり、4Q 期間にて損益基準、黒字水準まで挽回する見込みです。 

現在、大型取引の契約を進行中であるため、急回復していく見通しで、DX 推進事業としては 4Q で大

きく利益を上げる予定です。 

一方で、DX 推進を除く連結というところでみると、1Q~3Q までの利益に比べると、少し控えめに 4Q の

利益を見積もっています。その理由としては、デジタルリスク事業における成長投資を実施していく点、そし

てオフィス移転関連の一時的な費用なども少し計上を予定しています。株主優待費用も 2Q に引き続き

4Q でも計上する予定であります。そういった一時的なコスト増もありまして、4Q の利益については保守的

に見積もっております。 
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セグメント別のハイライトです。 

DX 推進事業の赤字が想定よりも大きい形で推移しているものの、他事業については、想定よりも上で

推移していることがおわかりいただけるかと思います。 

 

 

売上推移です。今期の売上成長については、AI セキュリティ、スマートシティの 2 つのセグメントで大きく成

長率を出しており、その貢献が大きいと認識しております。 
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EBITDA の推移です。3Q の EBITDA は、DX 推進事業が想定よりも大きい赤字となったため、減少し

ています。それにより、3Q 累計期間でも前年比微減となっております。 

 

 

営業利益の推移です。 

DX 推進の赤字とその他事業の黒字が相殺されてしまっており、3Q 期間ではほぼ利益の積み上げができ

ておりませんが、昨年の通期の営業利益の水準にまではすでに来ており、4Q に DX 推進が急回復して

利益を積み増す部分も想定すると、通期では過去最高の営業利益となる見込みです。 
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最後に各セグメントのビジネスアップデートです。 

 

 

デジタルリスク事業です。 

ARR と内部脅威検知サービス IRI の ID 数については、ご覧のような目標を追いかけており、現状まで来

ております。 

インターナルリスク領域では、値上げの価格改定ができており、提供体制の標準化や品質向上も推進し

てきております。ソーシャルリスク領域では、海外展開を行う企業様から SNS の外国語監視に対するニー

ズの受注も増えています。新規営業組織を集約して生産性向上にも着手しています。 
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売上成長は+9.9%、セグメント利益も+16.6%増と順調に前年同期比で成長しています。新規の

MRR（Monthly Recurring Revenue）の積み上げは苦戦しているものの、解約率は低く抑えられて

いるところもあり、業績に貢献しております。IRI は、標準化・品質向上の取り組みに加えて、営業マーケ

ティングのやり方を変えて、活動自体も強化しております。 

 

 

続いて、警備の領域を扱う AI セキュリティ事業です。 

売上は+43%、セグメント利益も+81 百万円と想定を上回る好調ぶりです。関西の大型イベントだけで

はなく、季節ごとの大型イベントの警備を包括的にサポートする取り組みが好調です。また、福島の東和

警備の立ち上がりも計画通りとなっております。 



 

18 

 

 

次に、自治体 DX などを扱う DX 推進事業です。 

売上+8.0%、セグメント利益はマイナス 2 億 53 百万円と前年同期よりも赤字先行となり、想定よりも

3Q までの赤字が膨らんでいる状態です。4Q で一気に取り戻す計画である点は、これまで話したとおりで

す。 

大型取引の契約を進行中で、4Q で通期損益ゼロのラインまでは急回復する見込みです。アプリの防災

機能やスマート公共ラボ AI コンシェルジュなどのニーズは高い状態です。SES の稼働人月についても順

調に推移しています。 
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最後に、不動産領域等を扱うスマートシティ事業です。 

売上+52.2%、セグメント利益+1 億 8 百万円と想定を上回る好調となっています。内訳としては、アク

ター社の業績が利益貢献しております。また、プロパティマネジメント領域も、管理業務の内製化を進めて

おり、自動化・デジタル化などを進めています。3Q 期間では不動産売買・仲介の売上も 2.9 億円立って

おり、こちらも売上・利益の拡大に寄与し始めております。 
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最後に、オウンドメディア「エルテスの道」にてエルテスグループの動きについてインタビュー記事等を公開して

おります。是非ご覧いただけるとうれしいです。 

 

以上をもちまして、エルテスの 3Q の決算説明を終わりたいと思います。 

引き続き、応援のほどよろしくお願いいたします。 

ご清聴ありがとうございました。 


